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 東京女子大学の「オープンテーマ演習」という共通科目をご存知ですか。
ここにある写真は、その演習の成果としてできあがった冊子の表紙です。
この科目は、2 年から 4 年まで、学科や学年を超えてだれでも履修するこ
とができます。4 年間で一つしか履修登録できないのですが、学科の授業
とは異なる角度でさまざまな人たちとさまざまな勉強ができるので、聴講
の形で参加するリピータや掛け持ち受講者も少なくありません。とくに、
2008 年度は、文部科学省の現代ＧＰに採択された「東京女子大学キャリ
ア・ツリー——リベラル・アーツ教育に基づくキャリア構築支援」の一環と
して、８つのオープンテーマ演習が開講され、卒業生と在籍生をつなぐ試みが活発に行なわれました。
そのうちの２つは、言語文化学科の学生が中心になっていたものですので、その成果としてできあがっ
た冊子を中心に、ここにご紹介します。 
 『東京女子大学から日本語教育への道のり』は西原鈴子先生担当、『東京女子大学卒業生の翻訳家に聞
く』は田中が担当した演習の冊子です。どちらも、履修者たちが卒業生に何らかの形で生
なま
の声を聞き、
それを編集して記録したものです。前者には、8名の学生が行なった 14名（’52 年卒〜’04 年卒まで）の
日本語教師へのインタビュー、後者には、23名の学生が主催した 5回の公開インタビュー・講演会の記
録（話し手は、翻訳に関わる仕事をしている 5名：’54年卒〜’03 年卒まで）が、収められています。行
なったインタビューの方法も冊子としての造りもまったく異なりますが、生の声には「目からうろこ」
の力があるという点で共通しています。それは、とりもなおさず、話し手である一人ひとりの方たちが、
知的で、地に足をつけた歩みをしていらっしゃるため、ちょっとした言葉の端々にも言葉にならない豊
かな世界が垣間見られるからにほかなりません。 
 日本語教育や翻訳に興味がある人ばかりではなく、卒業後の進路選択に迷っている人、自分らしいラ
イフデザインを手探り中の人など、是非、手に取って読んでみてください。在学生の皆さんは新たなオ
ープンテーマ演習に参加するのもよいでしょう。きっと、通常の授業とは異なる視点で、いろいろな生
き方や違う自分を知るヒントが見つかることと思います。 
＊これらの冊子は、23号館5F言語文化学科・言語科学専攻オフィス、学科・専攻資料室、大学図書館などで閲覧できます。 
＜オープンテーマ演習に関わった学生達のコメント＞ 
●日本語教育に携わる先輩方から貴重なお話を伺い、また最終的に自分の聴いたことを
冊子として形に残すこともできました。 
●本学を卒業された日本語教育に関わっている方々にインタビューを行い、それを一つ
の冊子に仕上げました。すべてが初めての作業でしたが、西原先生の端的な説明とたく
さんのフォローにより、無事一冊の冊子を作りあげることができました。私自身の「日
本語教育の道に進みたい」という話を真剣に聞いていただき、ATJプログラムや、国内外
の日本語教育の話などいろいろとアドバイスまでいただき、感謝しています。 
●少人数の演習でご指導いただき、先生と身近に関わる事ができました。強い信念や自信に溢れつつ、敬意を持って
柔らかい物腰で人と接するという、私自身が目指したいと思う大人の女性の姿も学ぶことが出来ました。 
●私は、現在、別のオープンテーマ演習の冊子を制作中ですが、４年間の勉強を凝縮したような経験ができました。
また、西原先生との関係では、２年次演習の初回から授業のファンになり、その後、いくつかの授業を履修しました。
学業が続けられるか真剣に悩み、不安でたまらなかった時、西原先生の「大丈夫ですよ」という頼もしい一言で問題
の大半が解決したように感じ、また前向きになれたこともありました。西原先生の教えを胸に、今後も精進していき
たいと思います。 
●冊子作りも講演会主催も初めてで、とにかく大変でした。でも、一からものを作り上げていくことの大変さを身を
もって体験できたのは本当に貴重な経験で、大きな達成感を味わうことができました。得たことを自信にして、これ
からの将来に向けて可能性を広げていきたいと思います。 
●この演習を通して、これからの人生につながっていくような貴重な経験をすることができたと思います。一つ一つ
の作業が新鮮で難しく、とても勉強になりました。また、女子大を卒業した先輩方が活躍されている姿を間近で見て、
未来に大きな可能性を感じることができました。 
●学年・学科の垣根を超えて、たくさんの人と出会うことができたうえ、一年間、冊子やＤＶＤ制作を通じて、ずっ
と一緒に活動することができて本当に楽しかったです。また、卒業生のお話を聞いて自分の将来を考える機会をいた
だき、本当に素晴らしい経験ができました。 
●卒業後のキャリアと翻訳の実話を伺い、自分のキャリア設計を前向きに考えさせられました。当時、３年生は、義
務であるかの様に日々就職活動に明け暮れていました。でも、ちょっと立ち止まり、これから職につき、そこでどの
様に社会に貢献すべきなのかということを再確認することができた、刺激的な演習でした。 
 
付記 西原鈴子先生は 2008 年度末に定年退職されました。言語文化学科・言語文化研究会の教員・学生一同、ご指
導・ご尽力に感謝申し上げますとともに、ご健勝とご活躍をお祈りいたします。 
